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今回、 理大天研OB隊の一隊として、 私を含めた平林 光 ・ 鈴木 隆 ・ 永井 節・竹内利幸

・牧野 純 ・ 白川 健 一、 それに91年メキシコ日食に参加した椛島奈津子の計8名で、 タイの

バックルダにおいて皆既日食の観測を行った。 （このメンバーで、 平林 ・ 永井 ・ 白川の3氏は

初の皆既体験）

当初、 独立で隊を組む計画をたてたが、 すでにバス等の移動手段が、 すべて日本の大手旅行

会社に押さえられていたため、 鈴木氏の手配により、 東急観光と誠報社のタイアッブツアーの

Bコ ー スに便乗した。 またこのツアーのCコー ス（ナコンサワにて観測）には、 若手?OB隊

の本田智之君らのメンバ ーがおり、 旅行中に何度か顔を合わせることとなった。 幸い、 日食当

日は猜天に恵まれ、 無事にコロナを拝むことが出来た。

く日食まで＞

10月22日（日） 10:55成田発JAL直通便で、 タイのバンコクに15: 05 (- 2時間の時差）到善

した。 この日の夕食と宿泊は、 バンコク市内の南のはすれにあるメナムホテルであった。 この

ホテルは、 チャオ ・ プラヤ川の岸辺に建っており、 川には餌付けされた、 なますがいだ。 20バ

ーツで餌となるパンを売っていて、 パンを黄って投げ入れると、 体長60cm近くのなますが数百

匹群がって餌を奪い合う。 ただアゼン！

翌23日は、 ホテルから船で暁の寺院を見物した後、 バスでアュタヤの古い寺院を見る。 タイ

の仏像の顔は、 そこらのすけべおやじか、 おかまの兄ちゃんの顔にしか見えないのは、 私だけ

だろうか？ここで本田君一行に出会う。 今年は、 10年に1度と言う大洪水だそうで、 あたり一

面水浸しで湖と化しており、 道路も一部冠水していた。 バスでナコー ン ・ ラッチャシマのホテ

ルに向かう途中に、 観測地であるバックルダの小学校の校庭を下見する。 地平線まで見渡せる

視界こそないが、 観測には十分な広さで、 ここでGPSで緯度経度の測定を行った。 この日の

宿泊のシマタニホテルは、 町 一番のうわさにだがわす、 吹き抜け構造の豪華なホテルであった。

この夜、 明日の快睛を願って、 シンハ ー ピールで乾杯をした。

＜皆既日食＞

24日は、 早朝バスにて、 約30km離れた観測地に向かう、 今日まではすっとピ ー カンであった

が、 宮が出始めた。 現地につくと全天の8割近くが、 薄い宮におおわれていた。 一 堂がっかり

するが、 皆既まで3時間以上あると気を取り直して、 機材を組立てる。 フジテレピが取材に来

ており、 隣のグル ーブに話を聞いている。 まわりでは、 欠けた欠けたと騒き始めるが、 我内は

ほとんど太陽も見すに、 機材の調整を行う。 幸い第二接触がちかづくにつれ、 客が滅り始め、
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皆既30分前ちかくには、 宮は3割以下になる。 よっぼどの不運でもなければ大丈夫だろう。 た

だ上空に非常に薄い絹雲のような雲があり、 写真への影留が気がかりだ。 本影錐に注意してい

るが、 あまり判然としない。 そして、 いよいよ第二接触、 なぜかジャド ーバンドは、 淡くてほ

とんど見えない。10時52分、 大中/JIと並,5i3つのダイヤモンドをつけたリングは、 そのダイヤ

の光を失うと同時に、 ひかり輝く烏の巽となった。 典型的な極I」1期のコロナである。

カメラのシャッターを切っていくうちに、 頭が真っ白になっていく。 シャッターを何枚切っ

だのか分からなくなりながらも、 撮影を終え、 双眼鏡を覗くと、 なぜかピントがあってない。

何とかピントを合わせると、 ダイヤモンドリング？ひぇ ー！あとで解ったことだが、 時間短縮

のため1枚づつと決めた、1. 2. 4 s露出を、 3枚づつ撮っていた。 とほほ，'' こうして、 全呉無

事に皆既El食を拝むことができ、 すぐに大成功を祝してピー ルで乾杯！ （こればっか）みんな

大満足! (1人だけちょっと不満）、 大感激！しかし、 この後大きな落とし穴があった。 タイ

名物の大渋滞である。 実に8時間半もバスで移動して、 すっかりみんなへ0ヘロになってしま

った。

25日以降は、 観光と相成ったが、 紙面の都合上割愛する。 結局、 旅行中若干1名が、 下痢性

の腹痛で、 現地の病院へ行くハブニングが起きたが、 大事にはいたらす、 全員無事に、28日6

時25分成田に到着した。

く観測成果＞

コロプの微縄構造撮影は、PENTAX 75 mm鏡筒+1.4倍リアコンバ ー タで焦点距離700 mm相当

にし、PENTAX 645カメラを敗り付けフジのプロヴィアで、1/1000~4sまで、 各2枚撮影した。

結果は、 ピントがやや甘く、 上空の薄雰の影留で、 長い露出のコマにハロが生じたが、 ますま

すの、 美しい出来映えであった。 （天気： 8肩・階級： 3) 

皆既日食の拡大ピデオ撮影は、 カメラレンズのNikon 85mm F1. 8とNikon 200mm F4にCCDカ

メラを取り付け、 セレクターで切り替える方法を取った。 ゴ ー ストが少し如こなるが、 ダイヤ

モンドリング、 そしてコロナと、 満足のいく美しい映像となった。

ソニ ー のデジタルピデオVX-1000による、 コロプの高解祈ピデオにもトライしたが、 残念な

がら輝度がオ ーバー気味になってしまった。

竹内氏自作の大判(4X5inch)全天カメラもまた露出オ ーバ一 気味の仕上がりで、 本影錐をは

つきりとらえられなかった。 （今回の日食は予想以上に明るかったのか？）

また、 ジャド ーバンドのピデオ撮影も行ったが、 全く写ってなかった。 （肉眼でも、 見えな

かったから、 しかたないか． ． ． ． ）

今回の観測は、 すべて成功という訳には行かなかったが、 8名と言う少ないメンバー の割に

は、 十分満足のいく成果であった。
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